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コロナ禍は未だ継続しているものの，感染者数の傾向

を見極めつつ，各地で様々な活動を再開する動きが出て

きています。ここに至ったのは，医療機関や行政機関な

どでの関係者の皆様のご尽力の賜物と存じます。一方，

一度中断・停滞した種々の活動，例えば住民による地域

活動等を，感染対策を講じながら元の状況に戻していく

には，主体となる住民側も支援者側もエネルギーが必要

であり，ウィズコロナあるいはポストコロナにおける活

動の在り方の模索が各地で行われているところかと存じ

ます。本号では，「通いの場」の類型化に関する論壇や

参加者の多様性・主体性に基づく分類を試みた資料が掲

載されており，これからの地域活動の評価・推進に役立

つものと思います。また，外出の定義による閉じこもり

のリスクの相違を検討した原著論文も，コロナ禍による

外出行動の変化を踏まえた閉じこもり対策を行っていく

うえで有意義な知見であると拝読いたしました。

そのほか本号には，1 保健所管内で多発するダニ媒介

感染症について感染原因を詳細に分析した原著論文，

COVID-19感染者に関する行政による情報公開のあり方

に関する資料，さらに公衆衛生活動報告として，国立が

ん研究センターによる地域のがん医療向上のための研修

の振り返り，および保健師による精神障害者就労支援の

支援内容に関する報告が掲載されています。掲載論文の

領域が多岐にわたることから，公衆衛生活動の多様性を

改めて実感します。今後も皆様それぞれの領域における

研究成果や活動報告について，本誌への投稿をぜひご検

討ください。 （永田智子）


